
地区別在籍会員数（2025年7月末現在）

令和7年8月・9月入会説明会（9時30分～）

 9月  9日
 9月12日
 9月16日
 9月18日

火
金
火
木

センターワークプラザ
志津市民プラザ
ミレニアムセンター佐倉
志津市民プラザ

 8月  5日
 8月  8日
 8月18日
 8月21日

火
金
月
木

センターワークプラザ
志津市民プラザ
志津市民プラザ
ミレニアムセンター佐倉

佐倉・和田地区
志津北地区
志津南地区

臼井・千代田地区
根郷・弥富地区

合計

175
122
130
169
128
724

92
60
61
48
69
330

267
182
191
217
197
1,054

34.5％
33.0％
31.9％
22.1％
35.0％
31.3％

男 性　 女 性　 合 計　   女性比（％）

  月／日　      曜日　   　　　　 開 催 場 所
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2025年   8月度→ 支払日 ・    9月16日(火)
2025年  9月度→ 支払日 ・ 10月15日(水)
2025年10月度→ 支払日 ・ 11月17日(月)　　

配分金
支払日案内

日曜日と国民の祝日が休業日で夏季休日は、
8月9日～17日までです。
受付時間　8：00～12：00、13：00～17：00

残材処理業者  2025年8月～9月休業日のお知らせ

佐倉環境センター（佐倉エコ・プラント） ☎ 043-498-1921

PLANTSPLUS (プランツプラス)  ☎ 043-308-4105

日曜日と国民の祝日が休業日で夏季休日は、
8月10日～17日までです。
受付時間　8：00～16：30（お昼時間は各自で荷下ろしをお願いします。）

日曜日と国民の祝日と第2土曜日（9月13日、除く8月9日）休業日で
夏季休日は、8月10日～17日までです。 
受付時間　8：00～12：00、  13：00～17：00

　　　　　　         　　　　　　　　　　    佐倉市大作2-2-１

　　　　  　　　　 　 　　　　　　　              千葉市若葉区小間子町1-48
　　　　

白鳥林業  　　　　　　　  ☎ 090-3219-6809

日曜日が休業日です。
受付時間　8：30～12：00、  13：00～17：00

　　　　  　　　　　　　　　              印西市武西緑作1086
　　　　

北総フォレスト 　　　　　　　   ☎ 0476-80-5211　　　　　　　　　　　　　　　   　       印西市岩戸3565-1

2025年8月  主な会議体

会
長
　
新
保
　
暉

『焦らない　気持ちのゆとりが　防ぐ事故』

市
長
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
、

支
援
の
要
望
書
を
提
出
致
し
ま
し
た
。

8月  4日（月） 互助会幹事会     　　　　             13：00～
8月  5日（火） 入会説明会(センターワークプラザ)     9：30～
8月    8日（金） 入会説明会(志津市民プラザ)             9：30～
8月12日（火） 拡大三役委員長会議                     13：30～
　　　　　　女性委員会&会員拡大委員会　 15：30～
8月13日（水） 夏季休日
8月14日（木） 夏季休日
8月15日（金）  夏季休日　
8月18日（月） 入会説明会(志津市民プラザ)             9：30～
8月19日（火） 理事会　　　　　　　　　　    13：30～
8月20日（水） ヘルパー研修会  　　　　　　 13：30～
　　　　　    総務委員会                                   13：30～
8月21日（木） 入会説明会(ミレニアムセンター佐倉) 9：30～
　　　　　　広報委員会　               　　　　　13：30～
8月27日（水）  就業相談会　　　　                              　     9：30～
8月29日（金）   新入会員研修会　　　　　　　13：30～

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
】

「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
国
が
定
め
た
適
正
就
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
、
以
下
の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
1
】
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
通
じ
た
、
要
支
援
高
齢

　
　

  

者
へ
の
支
援
事
業

【
2
】  

子
育
て
中
の
現
役
世
代
や
子
供
た
ち
へ
の
支
援
事
業

【
3
】  

デ
ジ
タ
ル
関
連
業
務
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
系
職
種
の
事
業

【
4
】  

人
手
不
足
や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
地
元
企
業
に
向
け
た
、
シ

　
　

  

ル
バ
ー
派
遣
等
の
事
業

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
・
要
望
】

【
1
】
安
定
的
な
運
営
の
た
め
の
補
助
金
の
確
保

【
2
】  

独
自
事
業
立
ち
上
げ
へ
の
新
た
な
支
援

【
3
】  

自
治
体
か
ら
の
積
極
的
な
事
業
発
注

【
4
】  

新
た
な
契
約
方
式
へ
の
対
応
を
含
む
、
持
続
可
能
な
運
営
へ
の
支
援

　

今
後
も
佐
倉
市
の
ご
支
援
の
も
と
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2025年7月／ 傷害6  賠償3
 傷  害 ・ 庭剪定中に足長蜂に手の甲を刺された。

・ 公園管理業務で樹木の伐採をしている際、切った枝が
   落下し足に当たり左足小指にヒビが入った。
・ 公園管理業務で草刈り作業中、木の下にもぐりこんで
   下草を刈っているとき蜂に3カ所刺された。
・ 庭木剪定中に電動剪定ばさみでスズメバチの巣を傷つ
   け蜂に左肩を刺された。
・ 公園管理業務で草刈作業に向かう途中、湿っている斜
   面で滑って右に抱えていた刈払機の柄で右脇を痛打し
   右側肋骨が骨折した。
・ スーパーでの品出し業務中腰痛が発生したので病院
   にてMRI 検査の結果圧迫骨折が確認された。

賠  償 ・ 方向転換した際、右側後方部がブロック塀に接触し右
    側テールランプカバーが破損した。
・ 刈払機操作中に給湯器のホースが刃に接触し傷つけた。
・ 右折時、右前タイヤが縁石に乗り上げ、タイヤ・ホイー
   ルが破損した。

　
連
日
の
猛
暑
に
加
え
、
寝
苦
し
い
夜
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
屋
外
屋
内
に
関
わ
ら
ず
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
心
掛
け
、
熱
中
症
に
は
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
こ
の
夏
を
元
気

に
乗
り
切
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、「
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
決
意
と
支
援
の
要
望
」
に
つ
い
て
、

各
セ
ン
タ
ー
が
所
管
の
自
治
体
へ
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
７
月
３０
日
三
役
で
西
田
佐
倉
市
長
を
訪
問
し
、

要
望
書
を
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

シルバー事務局に、会員No・お名前を連絡して下さい 
登録の為の「ログンID・仮パスワード」通知書を郵送しますので、

ご自身でご登録をお願いします。 
 (設定したパスワードは大切 に保管して下さい)

会
員専
用ペ
ージ
に

518令和7年7月末現在の登録者数    　　　人
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事務局からの緊急連絡用「LINE :オープンチャット」への登録依頼

フリーランス法施行後の
当センターの取り組み経過と、
今後の対応について

8月度入会者数一覧  7月度入会受付⇒（8月会員登録）

1
2
3
4
5
6

1
1
1
1
1
2
7

志津北地区2班
志津南地区17班
志津南地区19班
臼井・千代田地区7班
臼井・千代田地区12班
根郷・弥富地区1班
　　　　合計

No 所属地域 入会者数

7月度退会者数一覧

1
2
3
4
5
6
7

1
1
1
1
1
1
1
7

佐倉・和田地区6班
志津北地区4班
志津北地区7班
志津南地区10班
臼井・千代田地区1班
臼井・千代田地区3班
臼井・千代田地区7班
　　　　合計

No 所属地域 退会者数

 080-8873-8727
事務局長    尾形  和行8/13（水）～ 8/15（金）の3日間

16（土）、17（日）を含めると5連休になります。

夏期休日

　まず、「個人家庭」分野においては、施行日である令
和6年11月1日より「新契約方式」へ移行いたしました。
　また、公共部門（市役所からの委託業務）においても、
市のご理解とご協力をいただきながら、担当部門との
調整を重ねてまいりました。その結果、令和7年度の業
務委託契約から新契約方式への切り替えを進めており、
令和7年6月末時点では、全業務委託（委託金額ベース）
の54％が新契約方式に移行済みとなっております。関
係者の皆様のご支援に、心より感謝申し上げます。
　なお、公共部門については契約ごとの切り替えとなる
ため、契約時期によっては今後順次、新契約方式への
移行が予定されております。

令和6年11月1日に施行された「フリー
ランス法」への対応に関し、会員の皆様
のご理解とご協力のもと、当センターで
は着実に取り組みを進めております。

　現在、重点的に対応を進めているのは「民間企業」
分野です。現在、約180社のお取引先に対し、個別
に新契約方式への切り替えをお願いしております。令
和7年6月下旬より説明を開始し、まずは会員の就業
者数が多い企業から優先的に対応しております。
　お客様には、丁寧かつ親身な対応を心がけながら
説明を進めており、今後も一歩ずつ着実に「新契約方
式での契約締結」に向けて取り組んでまいります。

今後のスケジュールは以下のとおりです
 ● 令和7年10月1日 ：　
　民間企業 第一期 「新契約方式での契約締結」
 ● 令和8年1月1日 ：　
　民間企業 第二期 「新契約方式での契約締結」
 ● 令和8年4月1日 ：　
　民間企業 第三期 「新契約方式での契約締結」
今後とも、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

常務理事兼事務局長　尾形 和行

常務理事兼事務局長　尾形 和行

副会長　下田 貢

新法への対応

中間報告
（6月15日～7月31日までの事故報告）
このコーナーが定番化しないことを祈りながら、また、この
報告が皆さまの注意喚起につながることを願って報告します。

事故
撲滅

◆傷害事故６件
　＜6月30日転倒事故が起きました＞
企業で清掃の仕事をしている女性会員が、ごみを捨て
るため両手に袋を持ち、ドアを開け外に出ようとした
際に、片方の袋がドアに引っ掛かり、会員は後方に引
き戻される形で仰向けに倒れ、後頭部を床に打ちまし
た。終業間際なので急いでいたということです。

　＜7月に蜂に刺される事故が３件起きました＞
２件は剪定中の事故で、どちらも木の中の巣に気が付
かずに刺されたというものです。１件は、木が細くま
た毎年の仕事なので、今回特にチェックしなかった。
１件は、見通しがよく蜂の巣が見えなかったので、特
に事前チェックはしなかったということです。
３件目は草刈中の事故で、低木の下にもぐり込み作業
している時に刺された事故で、これも事前にチェック
しなかったということです。

　＜７月２２日に転倒事故が起きました＞
庭園作業で、休憩後作業場所に向かう途中（歩行中）、
湿っている斜面で滑って手に抱えていた刈払機の柄で
脇腹を打ち、肋骨を骨折したという事故です。ご本人
は事故の後、安全靴をスパイクの付いたものに変えた
ということです。

　＜７月２３日打撲事故が起きました＞
公園管理の仕事で樹木の枝切の作業中、枝を切るため
にロープで引っ張った時、枝が折れて、落下した枝

が足に当たり小指にひびが入ったという事故です。安
全靴は使用していた。作業の際、共同作業者ともっと
作業の打ち合わせを行うべきだったというのがご本人
の感想です。

◆賠償事故１件
　＜7月に刈払機による給湯器のホース切断事故
　　がありました＞
刈払機で個人宅の草刈をしていた時、草の陰で見えな
かった給湯器のホースを切断したという事故です。作
業前の下見が欠けていたということです。

◆その他２件
　＜センターのトラック等使用中の事故が 2 件
　　ありました。（物損事故）＞

4月から7月末まで14件の事故が発生しています。（傷
害事故8件、賠償事故4件、車両事故2件）

⚠注意！！（こんな時に事故が起こっています）
“つい急いでしまった”　早く作業を済ませたいという
気持ちが事故につながっています。
“つい下見を省いてしまった”　大丈夫だろうという気
持ちが事故につながっています。
“何人かで作業を行うとき、リーダーは共同作業者と一
緒に、危険個所や危険作業の意識を共有してください”緊急連絡体制の構築について

会員皆さまの登録を心よりお待ちしております

1． 緊急連絡体制の目的
       以下のような目的で緊急連絡体制を構築いたします。
   ・  震災等の非常時における安否確認手段としての活用
   ・  熱中症警戒アラートなど、迅速な情報伝達手段としての活用
   ・  その他、緊急性の高い情報の提供手段としての活用

2．携帯端末を利用した情報提供の必要性
   ・  携帯電話のショートメッセージ（SMS）による情報配信は、事務所のパソコンからの送信に限られるため、
       たとえば 朝一番に発信が必要な熱中症警戒アラートや、休日の発信などには迅速な対応 が困難です。
   ・  その点、LINEオープンチャットを利用すれば、場所を問わずタイムリーな情報発信が可能となります。

3．LINEオープンチャットへの参加方法
   ・  定期便に同封している「LINEオープンチャット」用のQRコードを読み取り、登録をお願いいたします。
   ・  登録が難しい方は、事務局までご連絡ください。

4．参考情報   （2025年7月29日現在）
   ・  登録者数 ：84名


